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予告
＊編集の都合上，変更になることがあります

編集後記

●『看護研究─原理と方法』はいわゆる“黒本”と呼ばれ，研究者必携の書として知られています
（弊社より絶賛好評発売中！）。その著者の 1人，Beck 氏の焦点とあって，タイトルも「看護
研究“の”原理と方法」と一字違いにしてみようかと，半ば冗談半ば本気で考えたりしました。
一見してわかる多様な切り口の各論文は，どれもそれだけで 1つの焦点を組めそうな重要な
意義とテーマ性をもっています。そして焦点を通読すると，多様に見えていたものが 1本 1
本の枝となって，「研究とは何か」「方法とは何か」という，最も原初的な問題意識に貫かれた
大きな樹を完成することに気がつきます。遠くから見て改めて全体を俯瞰できたような新鮮
さがあり，それは私の中で“synthesize”でした。こうした研究の広がりと奥行きに，Beck 氏
の研究の真髄と信条がうかがわれる気がします。そのBeck 氏が，今度の日本看護研究学会で
講演されるのはとても楽しみです。本焦点で投げかけられるさまざまな問題提起は，きっと
学会でも深く掘り下げられるはずです。黒田氏が焦点扉で呼びかけられているように，ぜひ
学会に！　そのときはぜひ本号を片手に！	 （小長谷）

焦点│ Vol.44 No.5（2011年 7─8月）

看護学研究発展の軌跡
研究方法論に着眼して

特集扉　舟島なをみ
■精神障害をもつ人の体験世界の理解に基づく看護研究方法の模索　 
岩﨑弥生

■対象理解に着目した看護学研究方法論の探究　正木治恵
■成人看護学領域における看護実践モデルの特徴とそれを反映した研究
方法論の探求　眞嶋朋子

■健康づくり・地域づくりに関する看護学研究と研究方法論の探究　 
宮﨑美砂子

■母性看護領域に根ざした研究方法論の探究　森　恵美
■看護実践を包括的にとらえる研究方法論の特徴　山本利江
特別記事
●『APA論文作成マニュアル第 2版』で何が変わったか　前田樹海

連載
● 看護研究の基礎─意義ある研究のためのヒント 4・研究デザイン　	
坂下玲子
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